
  年  月  日 

 

 牟呂用水土地改良区理事長 様 

  

 

                 申請者 住 所 

                      氏 名              ㊞         

                      電 話 

 

排水放流申請書  

 

 下記のとおり貴土地改良区の所有、管理に係る水路へ排水放流したいので許可下さるよ 

う関係書類を添えて申請します。 

 なお、排水放流に際しては貴土地改良区の附される条件に違背しないことを厳守いたし 

ます。 

 

記 

 

 １．排水の目的 

 ２．排水の場所  豊橋市                       番地地先 

         （豊橋市                     番の用悪水路） 

 ３．使用の期間  牟呂用水土地改良区が指定する日まで 

 ４．添付書類   

① 同意書（地区総代及び地区理事） 

② 位置図（使用箇所を赤で明示） 

③ 公図の写し（法務局備付のもの・使用箇所を赤で明示） 

④ 誓約書 

⑤ 工事仕様書 

⑥ 排水計画書 

⑦ 排水断面図（水路断面を含むもの） 

 

 

 

 

 

同   意   書 

 

 牟呂用水土地改良区理事長 様 

  

 

申請者 住 所 

                      氏 名              ㊞ 

                      電 話 

 

 

 排水の場所  豊橋市                        番地地先 

 

   

  今般、上記の土地に隣接する水路へ               したいとのこと 

 でありますが、地区総代・地区理事としては、申請書に添付の構造図書のとおり施工し、

当該水路の施設機能に支障をきたした場合には、申請者の責任においてその一切を処理 

することを条件に同意する。 

 

 

  年  月  日 

 

 

   牟呂用水土地改良区 

 

    地区総代 

        住 所 

      

        氏 名                     ㊞ 

 

    地区理事 

        住 所 

      

        氏 名                     ㊞ 

 

 

 



 

 

 

誓   約   書 

                              年  月  日 

 

牟呂用水土地改良区理事長 様 

 

 

申請者 住 所 

                   氏 名              ㊞ 

                   電 話 

 

 

排水の場所  豊橋市                      番地地先 

    （豊橋市                    番の用悪水路） 

 

   

今般、頭書の排水放流申請書を提出しましたが、工事の施行に際しては図書を 

精査し、図書に基づき係員の指示に従い手落ちのないよう施工するとともに、申 

請箇所以外は損傷しないよう注意し、工事完了後は直ちに原形に復します。 

なお、後日、貴土地改良区にて、当建造物の除去、移転または改良等を必要と 

認めた場合は、当方の費用負担にてご指定期日までに除去、移転または改良等を 

実施し、またご指定期日までに除去、移転又は改良等不能の場合は、いかなる方 

法にて除去、移転または改良等されましても異議は申しません。 

また、この工事に起因し事故等が起きました場合はもちろん、排水について後 

日問題が生じた場合、当方においてその補償にあたり、貴土地改良区には一切ご 

迷惑をお掛けしません。清掃には万全を期し、申請箇所を破損した場合には当方 

の費用負担において原形に復します。 

以上、ここに誓約いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 事 仕 様 書 

 

 工事の名称 

 

 工事の場所  豊橋市                        番地地先 

       （豊橋市                      番の用悪水路） 

 

 工事部分の面積  水路幅    m × 間口    m ＝     ㎡ 

 

 工事の期間  自 許可の日から 

        至     年  月  日 

 

 １．掘削の際はつぼ堀の方法によるものとする。 

 

 ２．用悪水路の通水に支障がないよう工事を実施する。 

 

 ３．工事の構造に関しては図書のとおりこれをこなし、他に記載なきものは施工によっ 

   てこれをこなす。 

 

 ４．使用する材料等で特別の物以外は、JIS規格品を使用する。 

 

 ５．工事に際し事故等の生じないよう必要な標識等を設置する。 

 

 ６．工事は申請者以外は損傷等しないよう十分注意する。 

 

 ７．工事完了後は速やかに原形に復するため、仮設物、残存材料、余土砂等を取り片 

付け清掃する。 

 

 


